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資料 １ 

 

 

高齢化の状況等について 

 

１ 全国における高齢化の状況 

  全国の 65歳以上の高齢者人口は、令和 7年 10月 1日時点で、3,622万人（前

年 3,624万人）を数え、総人口（1億 2,322万人）に占める割合（高齢化率）は

29.4％（前年 29.3％）と、過去最高となっています。 

  また、高齢者人口のうち、65～74 歳の前期高齢者は 1,495 万人、75 歳以上の

後期高齢者は 2,127万人となり、総人口に占める割合はそれぞれ 12.1％、17.3％

となっています。 

 
   単位：万人（人口）、％（構成比） 

  
令和 6 年 10 月 1 日 令和 7 年 10 月 1 日 

総数 男 女 総数 男 女 

人口 

総人口 12,380 6,023 6,357 12,322 5,996 6,326 

高齢者人口（65 歳以上） 3,624 1,571 2,053 3,622 1,570 2,052 

前期高齢者人口（65～74 歳） 1,547 741 806 1,495 718 777 

後期高齢者人口（75 歳以上） 2,078 830 1,247 2,127 852 1,275 

生産年齢人口（15～64 歳） 7,372 3,743 3,630 7,353 3,736 3,617 

年少人口（0～14 歳） 1,383 708 675 1,347 690 657 

構成

比 

総人口 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

高齢者人口（65 歳以上） 29.3 26.1 32.3 29.4 26.2 32.4 

前期高齢者人口（65～74 歳） 12.5 12.3 12.7 12.1 12.0 12.2 

後期高齢者人口（75 歳以上） 16.8 13.8 19.6 17.3 14.2 20.2 

生産年齢人口（15～64 歳） 59.6 62.1 57.1 59.7 62.3 57.2 

年少人口（0～14 歳） 11.2 11.8 10.6 10.9 11.5 10.4 

【出典】総務省統計局 

注）単位未満は四捨五入してあるため、合計の数字と内訳の計が一致しない場合がある。 
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（１）高齢化の推移と将来推計 

 今後、総人口は長期の人口減少過程に入る中で、65 歳以上人口は今後も増加傾

向が続き、令和 27（2045）年頃にピークを迎え、その後は減少に転じると見込ま

れています。 

 

（２）高齢者人口と生産年齢人口の比率 

 65 歳以上の高齢者人口と 15～64 歳の生産年齢人口の比率は、令和 6（2023）年

には、高齢者 1人に対して、生産年齢人口は 2.0人になっています。今後、この比

率は低下し、令和 52（2070）年には、高齢者１人に対して生産年齢人口が 1.3 人

の比率になると見込まれています。 

 
【出典】令和７年版高齢社会白書 
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（３）平均寿命の推移と将来推計 

 全国の平均寿命は、令和 5(2023)年現在で、男性 81.09歳、女性 87.14歳となっ

ており、今後、男女とも引き続き平均寿命は延びて、令和 52（2070）年には、男

性 85.89 歳、女性 91.94 歳となり、女性の平均寿命が 90 歳を超えることが見込ま

れています。 

 

【出典】令和７年版高齢社会白書 

 

（４）健康寿命の推移 

 令和 4 (2022)年現在で、日常生活に制限のない期間（健康寿命）は、男性 72.57

歳、女性 75.45歳、平均寿命は男性 81.05歳、女性 87.09歳となっており、それぞ

れ令和元年と比べてほぼ横ばいとなっています。 

 

【出典】令和７年版高齢社会白書 
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（５）ひとり暮らし高齢者の動向 

 65 歳以上のひとり暮らし高齢者は、男女ともに増加傾向にあり、令和 2（2020）

年には男性 15.0％、女性 22.1％となっており、令和 32（2030）年には男性 26.1％、

女性 29.3％となるものと推計されています。 

 

【出典】令和７年版高齢社会白書 
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（６）介護給付と保険料の推移 

 高齢化の進展により、介護給付も上昇の一途をたどっており、2040年度には介

護保険第 1号被保険者の保険料が全国平均で 9,200円(*)（現行の第 9期全国平均

は 6,225円）となることが見込まれています。 

(*)令和 7年 11月 21日開催「経済・財政一体改革推進委員会 社会保障ワーキン

グ・グループ（第 55回）」資料より 

 

 

 

【出典】令和 7年 11月 21日開催「経済・財政一体改革推進委員会 社会保障ワーキング・グ

ループ（第 55回）」資料 
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２ 本市における高齢化の状況 

  全国的な傾向と同様に、仙台市においても、高齢化は、確実に進展しています。

令和 8（2026）年 4月 1日現在の 65歳以上の高齢者人口は、27 万 1,986人（前

年同期 27 万 963 人）となり、人口全体（105 万 9,546 人）に占める割合（高齢

化率）は、25.7％（前年同期 25.5％）と、増加傾向が続いています。 
 

 

      単位：人（人口）、％（構成比） 

  
令和 6 年 4 月 1 日 令和 7 年 4 月 1 日 令和 8 年 4 月 1 日 

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 

人口 

総人口 1,064,910 514,616 550,294 1,063,541 514,079 549,462 1,059,546 511,350 548,196 

高齢者人口（65 歳以上） 268,772 115,668 153,104 270,963 116,617 154,346 271,986 117,019 154,967 

前期高齢者人口（65～74 歳） 122,960 57,516 65,444 119,880 56,158 63,722 118,257 55,454 62,803 

後期高齢者人口（75 歳以上） 145,812 58,152 87,660 151,083 60,459 90,624 153,729 61,565 92,164 

生産年齢人口（15～64 歳） 674,002 336,315 337,687 673,906 336,540 337,366 670,548 334,298 336,250 

年少人口（0～14 歳） 122,136 62,633 59,503 118,672 60,922 57,750 117,012 60,033 56,979 

構成

比 

総人口 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

高齢者人口（65 歳以上） 25.2 22.5 27.8 25.5 22.7 28.1 25.7 22.9 28.3 

前期高齢者人口（65～74 歳） 11.5 11.2 11.9 11.3 10.9 11.6 11.2 10.8 11.5 

後期高齢者人口（75 歳以上） 13.7 11.3 15.9 14.2 11.8 16.5 14.5 12.0 16.8 

生産年齢人口（15～64 歳） 63.3 65.4 61.4 63.4 65.5 61.4 63.3 65.4 61.3 

年少人口（0～14 歳） 11.5 12.2 10.8 11.2 11.9 10.5 11.0 11.7 10.4 

＊住民基本台帳による区，年齢各歳，男女別人口（日本人及び外国人）より作成 

注）単位未満は四捨五入してあるため、合計の数字と内訳の計が一致しない場合がある。 
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（１）将来人口の推移 

 今後も引き続き 65歳以上の高齢者が人口全体に占める割合は増加し続け、令和

12（2030）年には 27.1％に、令和 32（2050）年には 34.5％に達する見込みとなっ

ています。 

 
＊「仙台市将来人口推計（R4年 11月）より作成 

 

（２）中学校区別高齢化率 

  令和 8年 4月 1日現在の中学校区別の高齢化率と高齢者人口は、9ページのと

おりとなっています。10ページの令和 5年 4月 1日現在と比較すると、8割の学

区において高齢化率は上昇しています。 
 
 

 ＜参考＞中学校区と日常生活圏域について 

  本市では、地理的条件や人口、交通事情その他の社会的条件、介護給付等サー

ビスを提供するための施設の整備状況等に加え、高齢者が住み慣れた地域で生活

を継続できるように、保健福祉や医療関連施設さらに民生委員・町内会・ボラン

ティアなど人的資源の存在等を総合的に勘案し、「中学校区」を介護保険事業計

画における日常生活圏域として設定しています。 
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＜中学校区別高齢化率（令和8年4月1日現在）＞

　以上 未満

　0～20％

　20～30％

【3 ,575】 【3,550】 【4 ,638】 　30～40%
【3 ,745】

　40％～
【3,916】

加茂（34.9％）
【2,731】 【5,678】

【4 ,144】

【4,076】 【4,131】

【4 ,241】

【6,899】 【3 ,071】 【4,592】

  【6,666】

東華（20.9％）

【7,212】 【5,424】 【4,553】

（21 .6％）

【5,696】

【3,489】

　【8,698】

　袋原

※【　】内は，高齢者数（人）

   広瀬（23.5％）

      【5 ,878】

（20 .8％）

【3,784】

凡例

 寺岡（32.8％） 高森（38.9％）

岩切

将監（32.0％） 向陽台

住吉台（37.8％） 八乙女

（28.0％）

館 （29.2％）  南光台東 

南中山 （22.4％）

七北田（15.9％）

【4,870】

大沢（31.1％） （26.3％） 【2,107】

【4,228】

北仙台 鶴谷（36.0％）

（34.7％） 南光台 （28.4％）

南吉成

（35.1％）

（22.3％）

【4,768】

台原  西山（29.1％）

三条 幸町 東仙台【6,003】

中野（24.7％）

【5,329】

田子

上杉山  五城 【4,683】 （22.9％）

（26 .0％） （18.1％）

（21.0％）（19.6％）

第二

【5,470】

（20.9％）

（27.7％） （25.5％）

五橋（22.5％） 高砂（25.1％）

 南小泉

【5,224】

【2,799】 【5,395】 蒲町

八軒

（29.5％） （24.1％）

【6,221】

長町 （24 .4％）

（23 . 1％） （24.6％） （30.7％）

【3,931】

六郷

【4,326】 （28.1％）

郡山 【3,837】

 沖野

（31.3％）

柳生 中田

七郷

（17 .5％）

【5,234】

【2,291】

富沢 （21 .6％）

（16.0％）

【4,354】

【4,384】

【3,580】

【5,689】

愛宕

（27.9％）

第一 （24.1％）

宮城野（18.3％）

【4 , 492】 【5,380】 【5,036】

【4,994】

（29.4％）

中山（28.0％）

西多賀

根白石（38.9％）

【1,759】

広陵

（47.5％）

【1,064】

秋保（37.9％）

【1,426】
生出（33.1％）

【1,088】

人来田
（42.0％）
【2,577】

折立
（35.2％）
【2,287】

長命ケ丘
（40.3％）
【2,938】

桜丘
（33.2％）
【4,391】

鶴が丘（38.2％）

【4,008】

八木山
（29.8％）

【5,845】

将監東（30.4％）

【3,927】

山田
（34.9％）
【4,651】

錦ケ丘
（15.9％）
【2,149】

吉成
（39.7％）
【2,650】

茂庭台

（48.9％）
【2,604】

松陵
（41.1％）
【3,591】
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＜中学校区別高齢化率（令和5年4月1日現在）＞

　以上 未満

　0～20％

　20～30％

【3 ,410】 【3,472】 【4 ,328】 　30～40%
【3 ,774】

【3 ,363】 　40％～
【3,612】

加茂（33.3％）
【2,305】 【5,556】

【3 ,864】

【4,057】 【4,162】

【4 ,135】

【6,829】 【2 ,909】 【4,364】

  【6,385】

東華（20.4％）

【6,784】 【5,215】 【4,312】

（20 .5％）

【5,427】

【3,390】

　【8,375】

　袋原

※【　】内は，高齢者数（人）

【5,196】

（29.3％）

中山（28.2％）

西多賀

【5,178】

愛宕

（27.3％）

第一 （23.5％）

宮城野（17.4％）

【4 , 106】 【5,276】 【5,128】

【5,109】

【2,083】

富沢 （21 .2％）

（14.8％）

【4,293】

【4,485】

【3,446】

 沖野

（30.4％）

柳生 中田

七郷

（17 .4％）

（20 . 6％） （24.3％） （30.9％）

【3,940】

六郷

【4,350】 （27.6％）

郡山 【3,817】

（29.6％） （23.4％）

【5,993】

長町 （23 .6％）

【2,799】 【5,336】 蒲町

八軒

高砂（23.4％）

 南小泉

【4,899】
（20.3％）

（27.7％） （25.4％）

五橋（22.2％）

（21.4％）

（24 .9％） （17.5％）

（21.2％）（19.0％）

第二

【4,950】

三条 幸町 東仙台【5,837】

中野（23.3％）

【5,306】

田子

上杉山  五城 【4,469】

（30.0％） 南光台 （28.2％）

南吉成

（32.7％）

（21.7％）

【4,750】

台原  西山（29.0％）

大沢（30.0％） （26.0％） 【2,126】

【4,333】

北仙台 鶴谷（36.4％）

館 （26.2％）  南光台東 

南中山 （21.3％）

七北田（14.9％）

【4,656】

将監（28.4％） 向陽台

住吉台（30.8％） 八乙女

（27.6％） 松陵

（38 .2％）

   広瀬（22.3％）

      【5 ,697】

（20 .2％）

【3,701】

凡例

 寺岡（30.7％） 高森（36.8％）

岩切

根白石（38.2％）

【1,741】

広陵

（46.6％）

【1,124】

秋保（38.8％）

【1,476】
生出（33.4％）

【1,043】

人来田
（42.4％）
【2,665】

折立
（34.2％）
【2,306】

長命ケ丘
（41.1％）
【3,049】

桜丘
（33.4％）
【4,486】

鶴が丘（38.6％）

【4,102】

八木山
（30.8％）

【6,035】

将監東（31.1％）

【4,056】

山田
（34.7％）
【4,661】

錦ケ丘
（14.6％）
【1,981】

吉成
（35.4％）
【2,483】

茂庭台

（43.8％）
【2,474】
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（３）要介護・要支援認定者数の推移 

  本市の第 1 号被保険者数（65 歳以上の方）は、令和 7 年 4 月時点で 268,461

人、このうち要介護・要支援認定者数は、53,392 人となっています。今後も、

高齢者数の増加に伴い、認定者数の増加傾向が続くことが見込まれます。 

 
【出展】仙台市の介護保険（令和 6年度実績） 

 

（４）認知症高齢者数及び軽度認知障害（MCI）高齢者数の推移 

  本市の 65 歳以上の認知症高齢者及び軽度認知障害高齢者の将来推計について

みると、認知症高齢者は令和 7年現在で 36,521人、軽度認知障害（MCI）高齢者

は 43,599人であり、今後もその数は増加していくことが予想されます。 
●軽度認知障害（MCI）とは 

    記憶障害など軽度の認知機能の障害が認められるが、日常生活にはあまり支障がないため、

認知症とは診断されない状態。MCIの人のうち年間で 10%～15%が認知症に移行するとされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*「令和 2年国勢調査に基づく仙台市の将来人口推計（令和 4年 3月推計）」（仙台市まちづく

り政策局政策企画課資料）及び「認知症及び軽度認知障害の有病率調査並びに将来推計に関

する研究」（令和 5年度老人保健事業推進費等補助金 九州大学 二宮利治教授）から推計 

図 11 
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  2040 年 

   （令和 22 年） 

 2050 年 

 （令和 32 年） 

 2060 年 

  （令和 42 年） 

（人） 

43,599 

（15.4%） 

47,708 

（16.0%） 

53,101 

（15.6%） 

57,719 

（16.2%） 

60,044 

（17.4%） 

36,521 

（12.9%） 

42,341 

（14.2%） 

50,718 

（14.9%） 

53,800 

（15.1%） 

61,079 

（17.7%） 

※（ ）内は有病率（65 歳以上で認知症の人が占める割合） 
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（５）在宅高齢者の世帯状況 

  本市のひとり暮らしの方や、65歳以上の方のみで構成される高齢世帯は、徐々

に増加しています。 

 

○65 歳以上の高齢者を含む世帯の状況 

 

 
＊住民基本台帳から抽出したデータにより作成 

 

  

75,974 78,442 81,145 83,566 85,972 
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（各年 4 月 1 日現在） 図 12 
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（６）本市の健康福祉関係の予算 

  令和8年度の高齢保健福祉費を含む健康福祉費の当初予算額は，2,748億 6,111

万円で，前年度に比べ 170億 4,820万円（6.6％）の増加となっています。また，

本市一般会計予算 7,306億 4,700万円に占める割合は 37.6％となり、最も高い

比率となっています。 

 
 

（７）本市の歳出決算額の推移 

  平成元年度以降の本市歳出決算額をみると、扶助費※1は高齢化の進展等により

増加を続けています。財政構造の弾力性を示す経常収支比率※2についても、扶助

費などの経常的な支出が増加し上昇傾向が続いており、近年は 90％台後半で推

移するなど、財政状況が硬直化しています。 

また、一般会計における介護保険事業特別会計への繰出金※3についても、介護

保険制度が始まった平成 12年度は 33億円でしたが、令和 6年度は 132億円に増

加し、４倍となっています。 

 
※1 扶助費とは、社会保障制度の一環として地方公共団体が各種法令に基づいて実施する給付

や、地方公共団体が単独で行っている福祉関係の経費をいいます。 

※2  経常収支比率とは、財政構造の弾力性を表す指標です。市税など毎年の経常的な収入であ

る一般財源が、扶助費など毎年固定的に支出しなければならない経常的な経費に、どの程度

充当されているかで算出され、この比率が高いほど、裁量的に活用できる財源が少ないこと

を表します。 

※3 介護保険事業は介護保険法の規定に基づき特別会計を設けており、その財源の一部を一般

会計で負担しています。当該会計では、介護サービスの費用や地域包括支援センターの運営

費等を支出しています。 

 

健康福祉費

教育費

総務費

土木費

経済費

公債費

その他
一般会計予算の内訳

歳出総額
730,647,000

千円
（100.0%）

274,861,117千円
（37.6%）

116,602,175千円
（16.0%）

77,960,398千円
（10.7%）

98,245,059千円
（13.4%）

59,110,201千円
（8.1%）

65,278,127千円
（8.9%）

38,589,923千円
（5.3%）

図 13 
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 ○歳出決算額と経常収支比率の推移（普通会計ベース） 

 

 

 
【出典】仙台市「令和８年度予算編成方針」 

 

 ○一般会計における介護保険事業特別会計への繰出金決算額の推移 
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（８）本市の財政見通し 

  本市の財政見通しでは、令和 9年度以降、歳入面では主要一般財源はほぼ横ば

いで推移する一方、歳出面では扶助費や介護保険特別会計への繰出金等の社会保

障関係費や公共施設の長寿命化対策経費等の増加が見込まれ、令和 9年度から令

和 18年度までの各年度の予算編成における収支差は、年々拡大していく見通し

です。 

 

 
＊仙台市「中期財政見通し（令和 8年 1月）」より作成 
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